
自然史研究の意義
-東日本大震災の標本レスキュー活動に関連して-

斎藤靖二 (神奈川県立 生命の星・地球博物館) ・大石雅之 (岩手博物館）



「安定化処理」より引用
被災文化施設と被災状況



古生物学会は、標本回収
に学会として取り組んだ
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学術会議のフォーラムに参加・発表



古生物学会の「化石」で特集号を刊行



古生物学会の会員も被災文化財
の保存修復プロジェクトに参加



古生物学は地球生命史の研究を分担している
化石はいまや地質年代を決めるだけではない
最近の研究はとても面白くなっている

地惑連合の会員には、ぜひ古生物学の素養を！

なぜ自然史標本のレスキューか？

研究論文の多くは、忘れ去られ消えていく
しかし、その根拠となった標本資料は残る

その自然を相手に研究がなされるわけだが

そのうち惑星生命史を語るのであろうから



自然の研究が、神のミワザを理解するという
文化はわが国にはないので、最近では評価の
ためになっている傾向があるのではないか

相互補助的だった教育と研究もいまは対立的
大事なことは研究費をひねりだすワザとなっ
ているようにみえる

しかし、本当に大事なのは、次世代になにか
を伝えていくこと、つまり教育ではないか



連合としてやることは、目の前の社会貢献な
どというより、自然の教育を復興させ、かつ
持続していくことではないか。

自然を理解すること、それが災害の理解につ
ながり、被害の軽減にもつながるであろう。

ここに集っていることが、自然を研究し教育
することの大事さを語っている。古生物学も
その一端を担うのであろう。


